




 

 

 

障害者雇用促進法が改正され、平成25年4月から、従業員50人以上の企業は全従業員のうち2.0%、

障がいのある方の雇用が義務付けられました。これは、障がい者が普通に地域で暮らし、生活できる

社会を実現するために職業による自立を進めることが根底にあります。 

一方、民間企業での就労が困難な障がい者が働く、就労継続支援 B 型事業所では、工賃向上を目指

しています。従来の企業からの受注作業だけでなく、積極的な事業展開をしているところもあります。

例えば、レストラン・カフェなどの経営、地元の特産物の栽培、高齢者へのお弁当の宅配、大学構内

での清掃業務、アート作品の創作などです。 

また、「施設外就労」という取り組みもあります。企業と就労支援事業所が契約を交わし、利用者

が企業へ出向いて就労支援事業所の支援員のもとで作業を行い、作業受託費を受け取る就労形態です。 

就労支援事業所によって、施設外就労の取り組みはさまざまです。仕事のマッチングのポイントは、

やはり「利用者が働けること」です。たくさんの給料をいただけても、働き手が限られてしまうよう

では意味がありません。「たくさんの工賃がいただけること」と「利用者が働けること」が両立して

いなければなりません。 

 

取り組み 

けやきワークスでは、施設外就労の取り組みとして、平成 20 年度から、豊田市公設卸売市場の中

にある株式会社豊田共同パッケージ（以下：市場）で働いており、平成 25 年度で 6 年目を迎えます。 

メンバーは 30 代後半から 40 代半ばで、けやきワークスで 5 年以上働いている方々で構成してい

ます。メンバーの中には、企業での就労経験のある方が何名かいますが、市場での就労開始当初は気

分次第で仕事に来たり、休んだりする方もいました。また 4 時間の立ち仕事なので、最初は体調不良

を訴える方もいました。気分のムラが激しく、何度も遅刻をしたり仕事場で暴れてしまったりする方

もおり、毎日、市場での業務の終了後にけやきワークスに戻り、振り返りの反省会を行って良い行動

を具体的に伝え、環境に慣れていくように支援しました。 

 

 

現在の市場のメンバーは利用者が 7 人、職員が 2 人の、

合計 9 人で、約 4 時間の仕事に従事します。台の上に指示

された野菜を出し、みんなで一斉に袋に詰めていきます。

野菜は、玉ねぎ、にんじん、なす、キュウリなどです。日

によって、袋詰めする野菜の種類や量が違い、かつ作業ス

ピードを求められます。また同じ野菜でも、行先によって

袋に詰める本数や、詰める袋、詰め方が違うため、その都

度注意が必要です。 

そのため職員は、それぞれの作業を始める前に指示をよ

く確認し、視覚的にわかりやすく利用者に詰め方を伝え、

作業しやすい環境を作ります。また、間違えた詰め方で出

荷されないように、検査も行っています。 

施設外就労の取り組み ～6 年間を振り返って～ 



 

現状と目標 

施設外就労の取り組みを始めて 6 年が経ちました。真面目にコツコツ働くことで徐々に市場

の方々から信頼を得ることができており、当初は 4 時間で終了していた仕事が、市場の必要に

応じて延長して働かせてもらえるようになってきています。 

工場長とお話しした際、「メンバーがいるなら、もう 1 つけやきグループを作ってもよい」

というお言葉をいただき、けやきワークスの市場で働いているメンバー一同、とても信頼され

ていることが伝わってきて、ありがたい気持ちになりました。 

この期待に応えるためには、4 時間の立ち仕事に耐えることができ、スピード感を持って作

業ができる利用者を育成しなければなりません。しかし現状は、育成が見込める利用者がいま

せん。 

就労支援に携わる支援者としては、「利用者の適正にあった仕事を一つでも多く行えること」

「より工賃の高い仕事をいただけるようになること」、「企業からの下請け作業だけでなく、市

場のように施設外就労する場所が増えるようになること」、ひいては、「このような関わりを通

じ、より障がい者雇用が促進されること」を願い、会社に働きかけたり、日々の仕事の中で利

用者への支援を行ったりしています。 

市場での施設外就労のように会社のなかで働ける場が少しずつ増えていくことが、利用者の

仕事に対してのやりがいや充実感につながり、工賃向上にもつながっていきます。私たちは就

労支援の支援者として、利用者の働きがいを大切にしながら、会社にも働きかけていきたいで

す。 

 

袋に詰めた野菜は、テープやクリップで留めていき

ます。テープやクリップを留める機械が数台しかない

ため、効率よく行わないと、この場所で袋詰めされた

野菜が山のようになってしまいます。そのためこの作

業には、野菜の量を見て臨機応変に動け、機械操作の

得意な利用者が携わります。 

職員は概ねこの工程に入りながら、全体の仕事や利

用者一人一人をフォローしています。 

 

クリップ止めされた野菜は、段ボールやコンテナに

詰めていきます。うまく箱に入れるために、パズルの

ように頭を使います。 

やみくもに詰めてはいけないので、誰でもできるわ

けではありません。箱に詰める量が指示されていた

り、されていなかったりして、荷物によって臨機応変

な対応が求められます。そのため、この部署は箱詰め

が得意な利用者が率先して行っています。 
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 暖では、平成２４年度より『利用者一人ひとりの役割を見出し、活躍できる場をつくる』という目

標を掲げ、日中活動の充実を図ってきました。利用者がどんな役割をどのように担っているか、二人

の利用者の〝紙すき〟活動での役割について紹介します。 

〝紙すき〟ってどんな活動なの？ 
地域のお祭りやバザーで、福祉施設で作られた製品を見かけたことがありますか？ 暖では、牛乳

パックから紙を漉(す)き、ハガキやぽち袋、封筒などに加工して販売しています。 

紙すきの工程は 

① 牛乳パックの表面のフィルムをはがし、細かくちぎる 

② ちぎった牛乳パックを計量する 

③ 水と一緒にミキサーにかける 

④ ドロドロ状になったら、すき型枠へ流しいれる 

⑤ 型をはずし、平らにしたまま圧力をかけ水気をとる 

⑥ タオルで水気をとって、アイロンでよく乾かす 

という工程です。 

これらのどの工程を誰に担ってもらうか、どう工夫すればその方の役割になるか、 

どのように支援したらその方が主体的に楽しんで役割を果たせるのかを考えます。 

本人の好きなことが役割になる 
バイブレータの好きなＡさんは、ミキサーをかける担当です。 
Ａさんは知的障がいと身体障がいと視覚、聴覚に障がいがあります。そのため、視覚や聴覚以外の

感覚で情報をとらえて生活しています。また、手よりも足でものを探ることが多く、エレクトーンな

どの楽器に自ら足裏を当て楽しんでいます。（写真①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

このような様子から、ミキサーのスイッチを足で押してもらうことにしました。はじめは振動を味

わいたくてミキサー本体に足の裏をあてていました。何度か触れているうちに、スイッチの位置と

ON-OFF の操作方法がわかり、足の指でスイッチを押し続けられるようになりました。（写真②） 

いまでは自らミキサーを探し、『ミキサーをかける』という役割を担っています。 

自分らしさを役割に！～紙すき活動を通して～ 

写真② ミキサーのスイッチを押す様子 写真① 楽器の振動を足で楽しむＡさん 



環境が整えば持っている力が活きる 
紙をやぶるのが得意なＢさんは、紙を細かくちぎる担当です。 

Ｂさんは知的障がいと身体障がいがありますが、紙をやぶるのが得意です。そのため、紙すき

の活動には欠かせない存在で、牛乳パックを細かくちぎる担当をしています。（写真①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、Ｂさんは「目の前にあるものを決められた場所へ移す」こともできるので、次の工程の

ちぎった紙を計量する役割もはじめてみました。秤の上のコップにちぎった紙を入れてもらうこ

とにしました。ちぎった紙と秤をテーブルの上に置くだけでは、紙をコップに入れるということ

がわかりにくかったようで、紙を投げたり、コップを倒したりして遊んでしまいました。そこで、

箱の中に「ちぎった紙とコップをのせた秤」をまとめてみました。視野の中に必要な情報が一度

に入り、また紙はすべて箱の中という状態も整うので、箱の外に紙をこぼさないように集中でき

るようになりました。（写真②） 

まとめ 
 暖では「どのような障がいがあっても役割をもって生活する」ことを支援しています。 

重度の障がいがある方も、そのひとができるわずかな動作で創作の一工程を担うことができま

す。毎日の生活でも、ちょっとした協力動作で介助者の負担を軽くすることができます。 

ここでは「本人の好きなことを役割にする」「本人の持っている力を最大限活かすために環境

を整える」という２つの視点で、創作活動での支援を紹介しました。どんなに障がいが重くても、

その方の持っている力が役割につながり、素敵な製品を作ることができます。 

作り手の思いが詰まった製品、ぜひ一度手にとってみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 紙すき製品のほかにも、いろいろなかわいい雑貨をつくって『だんのちいさなお店』で販売し

ています。ぜひ暖にお越しください。 
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写真② 計量をしている様子 写真① 紙ちぎりをしているＢさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成したマッサージメニューの一例 

第二ひまわりでは、加齢等が原因で歩行状態が不安定になり、転倒の危険性がある利用者が

年々増えてきました。そのような利用者は、ウォーキング活動でもケガのリスクが高く、行え

る日も限られてしまうのが現状です。このままでは徐々に身体機能が低下し、今後歩行自体が

難しくなってしまう恐れがあります。そこで、ウォーキング活動以外で身体機能を維持できる

方法はないかと２０１１年度に考案されたのが、「重度化・高齢化プログラム」です。２０１

３年度からは、ひまわりの色から「オレンジプログラム」（以下プログラム）と名称を変更し

ました。 

＜１年目 ～土台作り～＞ 

作業療法士によるメニューの解説の様子 

まずどのようにプログラムを進め

ていくかを話し合いました。しかし、

私たちは「何を」「どのように」行え

ば、効果のあるプログラムを作成・

実行できるかという知識が明らかに

足りません。 

 

 

そこで、作業療法士に対象の利用

者一人ひとりの状態を見てもらいな

がら、個々の「マッサージメニュー」

を作成することにしました。その後、

６名の利用者のメニューが完成しま

した。そのメニューを、不定期でし

たが、時間のある時に行っていきま

した。 

 

また、職員に対しては研修として、作業療法

士にメニューの解説を行ってもらいました。こ

れは、個々のマッサージメニューの目的を職員

に理解してもらうことと、多くの職員が人の体

を動かすということに対して不安を感じてお

り、それを払拭するためです。 

 

このように、初年度はプログラムの基礎作り

と、職員の意識を変えることに重点を置きまし

た。 

オレンジプログラム 

～高齢化に向けた取組み～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サークル活動 

 第二ひまわりでは、月１回サークル活動を行っています。活動の始まりは２０年ほど前で、茶道や踊りなど多くのボランティアさんの協力のもと始まりました。 

いくつかの楽しめる活動の中から、利用者の方が興味のあるものを一つ選んで参加する活動です。 

 また、サークルによっては、発表や作品出展を目標に作品を作るグループもあります。 

 利用者の方には、気分転換が行なえる、とても良い余暇活動です。 

 

サークル活動では、日常生活では味わえないような「経験」や、作品を作り上げた

時の「喜び」を、利用者の皆さんに感じてもらえるような活動作りをしています。そ

の中で、利用者自身の出来ることが一つでも増えていけばと考えています。 

第二ひまわりでは、利用者の皆さんが楽しみながら何かを得られるようなサークル

活動を、今後も続けていきたいと思っています。 

＜２年目 ～定期的な活動へ～＞ 

２年目はこのプログラムを、第二ひまわりのプログラム 

担当職員が中心になり、定期的に行うことに重点を置きまし

た。 

まず、プログラムを必ず週１回行い、その時の様子を毎回

記録し、活動後や次にプログラムを行った時に振り返りやす

くしました。そして、作業療法士とは月１回定期的に情報を

共有し、プログラムのモニタリングをしました。 

 

 

また、個々のマッサージの合間に行うメニューとして、「障

がい物ウォーキング」を始めました。これは、どの利用者も

同じ工程で行うメニューで、最低限の運動機能を維持するプ

ログラムが組み込まれています。このウォーキングを取り入

れたことで職員数が少ないときや慣れない職員が参加する

際も無理なくプログラムを行えるようになりました。 

④ 

プログラム考案当初は６人だった対象利用者が、現在は１１人まで増えていま

す。第二ひまわりには４０歳代以上の利用者が全体の２５％を占め、今後も対象者

は増えていくことが予想されます。しかし、対象者が増加しても、この３年間で対

応できるように土台は作ることができました。今後も、個々にしっかりと対応でき

るような環境設定と、施設職員だけでなく利用者家族が自宅で行えるように、活動

の質を上げていきたいと考えています。 

<今後の展望> 
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障がい物ウォーキングの様子 

＜３年目 ～全職員で共有～＞ 

 ３年目の今年は担当職員だけでなく、全職員がプログラ

ムを実施することを目標にしました。そのために、一人ひ

とりのマッサージを撮影し、いつでもマッサージ内容を確

認できるようにしたり、ローテーション表を作成し全職員

が定期的にプログラムに参加するようにしました。 

 

 また、経験の浅い職員に作業療法士のマッサージを直接

見てもらい、アドバイスを受ける機会も作りました。こう

して、最初は限られた職員しかできなかったプログラム

が、どの職員でも行えるようになりました。 

利用者もマッサージメニューを続けてきたことで、関節

の可動域が以前よりも広くなったり、最初は嫌がっていた

方が、自らマッサージをやってほしいと要求してきたり

と、少しずつですが変化も見られ始めています。 

プログラムの記録の一例 

作業療法士からメニューについ

てアドバイスを受ける様子 



成人期における発達障がいがある方の相談 

～大学在学経験者に注目して～ 
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１．はじめに 

障がい者就労・生活支援センターは、障がいがある方の「働きたい」「働き続けた

い」「生活のしやすさ」をサポートする相談機関です。 

発達障がいがある相談者は、身体障がい者手帳所持、療育手帳所持、精神障がい

者保健福祉手帳所持、手帳なし（診断のみ）に分かれます。近年発達障がいがある

方の相談が増加しており、平成 24 年度末まで 138 名が登録されています。（図１） 

 

２．発達障がいがある相談者の最終学歴 

進学先は、特別支援学校、高校、専門学校、大学、大学院等様々ですが、特別支

援学校以外は中退している方もいます。（図２、図３）     

図１：発達障がいと診断された方の手帳別相談者数 
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図２：手帳別最終学歴 図３：手帳別中退者数 



 

３．大学在学経験がある方の相談 

大学在学経験者に注目してみると、在学生、中退者、卒業生の相談が増えています。「学校生活が 

うまくいかない」「大学になじめない。大学をやめて就職した方がいい？」「就職の仕方が分からない」 

「仕事を転々としてしまう」「人間関係でトラブルになる。なぜかみんなが怒っている」等の相談が多 

いです。 

大学在学経験がある方は、単位が取れず留年した、文章が苦手で卒業論文が書けない、サークル活動 

で自分の代になり空中分解した、資格を取ることにこだわり就職活動をしなかった、アルバイト先で 

は常に怒られていた、就職活動がうまくいかない等の学生時代を過ごしています。結果、休学、中退、 

二次障がいになっている方もみえます。 

就職をしたことがある方は 18名おり、そのうち 14名は離職経験があります。離職経験者の中で 2社以 

上（多い方は短期間に 20社以上）離職した方が 12名と多くいることが特徴です。 

                         

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．二次障がい 
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大学在学経験がある方が二次障がい（う

つ病、適応障がいなどの精神疾患）になっ

ていることが多いことも特徴です。 

学生時代、大半の方は自分が発達障がい

とは知らずに過ごし、在学中や社会に出た

途端に二次障がいになっている方が多い

です。（図 6） 

５．まとめ 

中退、離職、二次障がい等が起こる原因として、暮らしの中のちょっとしたつまづきを

相談するところを知らなかった、相談の仕方が分からなかった等があげられます。さらに、

相談する場所が周知されていないこと、本人が大学内の相談機関とつながる仕組みがない

こと、本人が大学外の相談機関とつながる仕組みがないことがあげられます。悩みを抱え

た大学生が相談につながる仕組みを作ることで、中退、離職、二次障がいを防ぐことがで

きると予測し、今後も大学の就職課等との連携を強化していきます。 

 

３．大学在学経験者の相談 

大学在学経験者（在学生、中退者、既卒者）に注目してみると、相談としては「学校生

活がうまくいかない」「大学になじめない。大学をやめて就職した方が良い？」「就職の仕

方が分からない」「仕事を転々としてしまう」「人間関係でトラブルになる。なぜかみんな

が怒っている」と言った内容が増えています。 

大学在学中は、単位が取れず留年した、文章が苦手で卒業論文が書けない、サークル活

動で自分の代になり上手くまとめられなかった、資格を取ることにこだわり就職活動をし

なかった、アルバイト先では常に怒られていた、就職活動がうまくいかなかった等の悩み

を抱えながら、学生時代を過ごしています。その結果、休学、中退、二次障がい（うつ病、

適応障がいなどの精神疾患）になっている方もみえます。就職経験者は 18 名おり、その

うち 14 名は離職経験があります。離職経験者の中で 2 社以上（多い方は短期間に 20 社以

上）離職した方が 12 名と多くいることが特徴です。（図 4、図 5） 

 

図４：大学・大学院在学経験あり 23 名

最終学歴 

図５：大学在学経験あり・就労経験あり 18 名 

離職経験及び、複数回離職 

図６：二次障がいを発症した年齢 


